
CFOの岡﨑です。
私から、2019年８月期の業績、および
2020年８月期の業績見通しについてご説明いたします。





2019年８月期の連結業績ですが、売上収益は２兆2,905億円、前期比7.5％増、
事業そのものの収益を示す事業利益は2,651億円、同5.0％増、
営業利益は2,576億円、同9.1％増、
親会社の所有者に帰属する当期利益は1,625億円、同5.0％増と増収増益、
過去最高の業績を達成いたしました。

直近の予想に対して売上収益は若干下回りましたが、事業利益は
ほぼ計画通りとなりました。

営業利益は、その他収益・費用にネットで75億円のマイナスを計上したことから、
直近予想の2,600億円を若干下回りました。



まず、連結の損益計算書ですが、
売上収益は前期比1,604億円の増収となりました。
これは主に、海外ユニクロ事業が1,297億円、ジーユー事業が269億円と、
大幅な増収となったことによります。

売上総利益率は、国内ユニクロ事業と海外ユニクロ事業で低下したことで、
同0.4ポイント低下いたしました。
売上高販管費率は、海外ユニクロ事業とジーユー事業で改善したことで、
連結では同0.1ポイント改善いたしました。

事業利益は2,651億円と、同5.0％増となりました。

その他収益・費用は、主に為替差損やユニクロ店舗の減損損失などを
計上したことから、75億円のマイナスとなっております。

これらの結果、営業利益は2,576億円、同9.1％増の増益となりました。



次に、金融損益ですが、ネットで51億円のマイナスとなりました。
これは、受取利息および支払利息をネットでプラス78億円計上した一方で、
外貨建資産などの換算による為替差損を131億円計上したことによります。

この結果、税引前利益は2,524億円と同4.0％増、
親会社の所有者に帰属する当期利益は1,625億円、同5.0％増となりました。



セグメント別の業績は、６ページのスライドの通りとなっております。



まず、国内ユニクロ事業の通期の業績ですが、
売上収益は8,729億円、前期比0.9％増、
営業利益は1,024億円、同13.9％減と、増収減益となりました。
営業利益は、計画に対して若干下回っております。

通期の営業利益は、減益となりましたが、下期は、前年同期比で増益に
転じております。

通期の既存店売上高は、前期比1.0％増収となりました。
Ｅコマース販売が引き続き好調に推移したことが貢献しております。

通期の売上総利益率は、同1.7ポイントの低下となりましたが、下期は
原価率の低下により、改善いたしました。

また、通期の経費比率は、同0.4ポイント上昇いたしましたが、下期の経費比率は、
経費削減を強化したことから、前年同期比で改善しております。



国内ユニクロ事業の既存店売上高ですが、上期は暖冬の影響により、
前年同期比0.9％の減収となりましたが、下期は同3.5％増へと回復いたしました。

下期は、ＵＴ、Ｔシャツ、ＵＶカットメッシュパーカ、感動パンツ、ワイドパンツなどの
夏物商品の販売が好調で、下期の売上収益は、計画に対して若干上回っております。

また、Ｅコマースの通期の売上高は832億円、同32.0％増と順調に拡大し、
売上構成比は、前期の7.3％から9.5％へと高まっております。



次に、国内ユニクロ事業の通期の売上総利益率ですが、46.7％と、前期比で
1.7ポイント低下いたしました。

上期は、暖冬の影響により、値引き販売を強化したことから、粗利益率は
同3.3ポイント減と、大幅に低下いたしました。

下期は、社内の為替レートが円高に転じたことから、原価率が改善いたしました。
一方、この春から在庫水準の適正化をさらに強化し、動きの鈍い商品の
在庫処分を早めたことから、下期の値引率は計画以上に拡大しております。
この結果、下期の粗利益率は0.3ポイントの改善と、改善幅は計画を若干下回って
おります。

ただし、８月末の在庫は、より健全化を図ることができ、金額ベースでも
前年同期末比で、大幅に削減することができました。



次に、国内ユニクロ事業の通期の販管費率ですが、34.9％と、
前期比で0.4ポイント上昇いたしました。

上期の経費比率は同1.0ポイント上昇いたしましたが、
下期は経費削減を強化した結果、同0.6ポイント削減することができました。

通期で経費比率が改善した項目は人件費と賃借料です。

人件費比率は、通期で同0.2ポイント改善いたしました。これは、主に、ＲＦＩＤの
活用などで、店舗業務が改善し、生産性が向上したためです。

賃借料比率は、通期で同0.2ポイント改善いたしました。
これは、Ｅコマースの売上比率が上昇した一方で、店舗売上の比率が減少したことに
よります。

通期で経費比率が上昇したのは、物流費、広告宣伝費、その他経費、減価償却費です。

通期の物流費比率は同0.4ポイント上昇いたしました。
上期は冬物商品の在庫増により倉庫費や配送費が増加したため、物流費比率は
0.5ポイント上昇いたしましたが、下期は、Ｅコマースの物流改革が進んだことにより、
物流費比率の上昇幅は同0.1ポイントに抑えることができております。

広告宣伝費比率は、通期で同0.2ポイント上昇いたしました。これは、下期にチラシや
ＴＶＣＭの本数を増加させるなど、戦略的にマーケティングを強化したことによります。

その他経費比率は、通期で同0.1ポイント上昇いたしました。上期は、有明プロジェクトに
伴うＩＴ投資により比率が上昇いたしましたが、下期は、店舗の棚卸作業の委託費の
減少などにより、比率は0.3ポイント改善しております。



次に、海外ユニクロ事業について、ご説明いたします。

通期の売上収益は１兆260億円、前期比14.5％増、営業利益は1,389億円、
同16.8％増と、大幅な増収増益となりました。これは、計画を若干上回っております。
海外ユニクロ事業の売上収益は、初めて１兆円を超えました。

グレーターチャイナの高成長が継続していることに加え、東南アジア・オセアニア地区が
20％を超える増収増益となったことが、海外ユニクロ事業全体の好業績につながりました。

海外ユニクロ事業でも各国・各エリアで在庫コントロールを強化したことから、値引率が
拡大し、粗利益率は0.6ポイント低下いたしました。

一方、経費比率は、グレーターチャイナ、東南アジア・オセアニア地区で
経費コントロールを強化したこと、店舗における生産性を向上させたことにより、
0.9ポイント改善いたしました。

欧州は、ロシア事業の好調な業績に支えられ、増益となりました。

米国は、赤字幅が大幅に縮小いたしましたが、計画に対しては、未達となっております。

韓国は、下期が減益となったことから、通期でも減益となりました。



次に、各地域別の業績トレンドについて、ご説明いたします。

グレーターチャイナ全体の通期の売上収益は、5,025億円、前期比14.3％増、
営業利益は890億円、同20.8％増と、２桁の増収増益を達成いたしました。
営業利益率は17.7％と、前年から0.9ポイント改善しております。

まず中国大陸ですが、通期の営業利益は30％を超える増益で、高成長を
維持しております。これは、ユニクロのLifeWearのコンセプトが浸透し、中国大陸で
No.１アパレルブランドとしてのポジションを確立していることが寄与しております。

上期は、暖冬の影響を受けたものの、12月以降は気温の低下に伴い、冬物販売が
好調に推移しました。
下期は、春夏商品の立ち上がりを早めた結果、総じて好調な販売が継続しました。
Ｅコマース販売も引き続き好調で、前期比約３割の増収、売上構成比は約20％と
なっております。

収益面では、販売計画の精度が改善したことで、粗利益率は若干改善いたしました。
また、経費比率は広告宣伝費、賃借料、人件費などの比率が低下したことにより、
大幅に改善いたしました。

香港は、天候不順やデモの影響などを受け、既存店売上高は減収、
営業利益は減益となりました。
台湾は、通期は減益となったものの、下期は、既存店売上高が増収となったことに加え、
ＲＦＩＤ導入による人時生産性の改善などにより、増益に転じました。

次に韓国ですが、通期は減収減益となりました。
上期は増収増益となりましたが、下期は気温が低く推移したことによる
春物販売の不振に加え、７月、８月は不買運動の影響を受け、
売上が大幅に低下したことから、減収減益となりました。



東南アジア・オセアニア地区の業績は、好調なトレンドが継続いたしました。
通期の売上収益は約1,700億円、前年比約20％増、営業利益も約20％増益を
達成いたしました。
インドやベトナムなどの新規国の出店による経費が増加しているにもかかわらず、
営業利益率は約16％と高い水準を維持しております。

東南アジアでは、マニラの旗艦店がオープンしたこと、東南アジア全体で
32店舗の大量出店を行ったことなどにより、ユニクロのプレゼンスが一段と
高まっております。

特に好調だったエリアは、インドネシア、フィリピン、タイです。

東南アジア地区では、在庫コントロールを強化し、値引きを強めた結果、
粗利益率が低下いたしました。
一方で、１店舗あたりの売上が拡大したことにより、経費効率が改善しております。

なお、2019年10月４日にインドに1号店をオープンし、多くのお客様にご来店
いただきました。
ベトナム１号店は、今年のオープンを予定しております。



次に北米ですが、米国事業は赤字幅が大幅に縮小いたしました。
上期は、地域ごとの商品構成の見直しや、販売計画の精度の改善により、
順調に業績を改善し、黒字となりましたが、下期は、天候不順により春夏商品の
販売に苦戦いたしました。このため、通期の収益改善は計画に対して、
未達となっております。なお、Eコマース販売は約３割増収と引き続き好調で、
売上構成比は約25％まで高まっております。

欧州は増収増益となりました。欧州全体の通期の売上収益は1,000億円を超え、
前期比２割増収となりました。
ロシア事業が引き続き大幅な増益となったことに加え、ＥＣ事業が３割増収と好調で、
売上構成比は約20％となりました。

また、新規に出店したスウェーデン、オランダ、デンマークは順調に
業績を拡大しております。

なお、2019年９月にイタリア ミラノに１号店をオープンし、約1,200人の方に
お並びいただくなど好調なスタートとなりました。



ジーユー事業の売上収益は2,387億円、前期比12.7％増、
営業利益は281億円、同139.2％増と、過去最高の業績を達成いたしました。
営業利益は計画を上回り、前期比で倍増しております。

品番数を絞り込み、マストレンドにフォーカスした商品構成に転換したことに加え、
ＴＶＣＭを中心にマーケティングを強化したことにより、通期の既存店売上高は、
同4.0％増と、好調に推移いたしました。

特に、秋冬ではオーバーサイズのスウェット・ニット、春夏ではオーバーサイズＴ、
スムースＴが、数百万点を超えた大型商品として、全体の売上をけん引いたしました。
このほか、トレンドを捉えたカットソーワンピース、マシュマロパンプスなども好調な
販売となりました。

収益面では、通期の粗利益率が同5.7ポイントの大幅な改善となりました。
これは、早期発注や素材の集約により、原価率が大幅に改善したこと、
シーズンの立ち上げを早めたことや、好調な商品の追加生産を機動的に行ったこと
により、値引率が減少したためです。
特に、下期の粗利益率は、値引率が改善したことにより、前年同期比で8.3ポイントの
改善となっております。
一方で、動きの鈍い商品の在庫処分を早めに実施したことから、８月末の在庫は
前年同期末比で削減できております。

経費比率は、通期で同0.5ポイント改善いたしました。
これは、店舗のオペレーションの効率化による人件費比率の改善や、
経費削減プロジェクトによる、その他経費の削減によります。



グローバルブランド事業の売上収益は1,499億円、前期比2.9％減、
事業利益は39億円、同36.6％減と、計画を下回る結果となりました。
これは、主にコントワー・デ・コトニエ事業の赤字幅が計画以上に拡大したことに
よります。

ただし、営業利益は、前期に減損損失約99億円を計上したため、
36億円の黒字に転じております。

セオリー事業は、安定的に成長し、増収増益となりました。

プラステ事業は増収となったものの、年間で21店舗を出店したことから、
経費が増加し、営業利益はほぼ前年並みとなりました。

コントワー・デ・コトニエ事業は、2019年８月期下期より経営体制を大幅に強化し、
事業構造改革を進めておりますが、現段階では、販売不振が続いており、
在庫健全化による値引き販売が増加したこともあり、事業利益の赤字幅は
拡大いたしました。



17ページのスライドは、2019年８月末のバランスシートの概要です。
詳細については、次のスライドでご説明いたします。



資産の大半を占める流動資産が、前期末比200億円増加した主な要因を
ご説明いたします。

まず、現金及び現金同等物は、前期末比868億円増加いたしました。
これは、海外ユニクロ事業を中心に、営業キャッシュ・フローが増加したためです。

棚卸資産は、同542億円減少しておりますが、
これは、動きの鈍い春夏商品の在庫処分を早期に実施したことに加え、
発注進捗管理を強化し、在庫水準の適正化を図ったことによります。

また、保有する為替予約の平均レートが８月末の為替レートより円高となり、
その乖離幅が縮小したことから、デリバティブ金融資産全体では112億円の
減少となりました。



次に、キャッシュ・フローですが、
営業活動によるキャッシュ・フローが3,005億円の収入、
投資活動によるキャッシュ・フローが787億円の支出、
財務活動によるキャッシュ・フローが1,024億円の支出となった結果、
2019年８月末における現金及び現金同等物の期末残高は1兆865億円となりました。

なお、設備投資額は年間で852億円と、前年の693億円から、
158億円増加いたしました。
主な投資対象としては、海外ユニクロ事業に316億円、
システム投資などに280億円です。



次に、2020年８月期の通期業績予想について、ご説明いたします。

2020年８月期は、過去最高の業績を見込んでおります。
売上収益は２兆4,000億円、前期比4.8％増、
事業利益は2,800億円、前期比5.6％増を見込んでおります。
その他収益・費用は、50億円のマイナスを予想しておりますが、
これは主に、海外ユニクロ事業を中心にスクラップ＆ビルドに伴う除却損・閉店損を
見込んでいるためです。
この結果、営業利益は2,750億円、前期比6.7％増を見込んでおります。

金融収益・費用は、期初の為替レート１ドル106.4円を前提とし、為替換算差損益は
見込んでおりません。
この結果、親会社の所有者に帰属する当期利益は1,750億円、
前期比7.6％増を見込んでおります。



次に、セグメント別の通期の業績予想について、ご説明いたします。

まず、海外ユニクロ事業ですが、順調な業績拡大が続く見込みです。
円高による業績の押し下げ影響が約５％あるため、１桁の増収を見込んでおりますが、
為替の影響を除くと増収ペースは前年と同水準となる見込みです。
収益面では、粗利益率が若干低下することを見込み、経費比率は
若干改善する見込みです。

エリア別では、グレーターチャイナが引き続き好調な業績を継続する見込みです。
足元の為替を反映し、通期で約８％の元安を前提としていますが、
為替の影響を除くと、２桁の増収増益となる見込みです。

東南アジア・オセアニア地区は大幅な増収増益が継続する予想です。
韓国は、大幅な減収減益を見込んでおります。
欧州は増収増益、米国は通期で黒字化を見込んでおります。

出店戦略については、海外ユニクロ全体では、168店舗の出店を見込んでおります。
このうち、グレーターチャイナが、年間約100店舗の出店、
東南アジア・オセアニア地区は、年間約40店舗の出店を見込んでおります。



国内ユニクロ事業は、上期、下期ともに増収増益を予想し、通期では２桁の増益を
見込んでおります。
既存店売上高は2.5％の増収を見込んでおり、このうち、Ｅコマースは約30％増収、
売上構成比は11％を超える見込みです。

原価率の改善、値引率のコントロールにより、粗利益率は若干改善する見込みです。
また、在庫の適正化による物流費比率の改善、ＲＦＩＤやセルフレジ導入による
店舗作業の効率化による人件費比率の改善で、経費比率は若干の改善を
予想しております。

ジーユー事業は、通期で増収増益を見込んでおります。引き続きマストレンド商品に
フォーカスすることで売上の拡大をめざすと同時に、ファッション商品の拡大と、
低価格商品のラインナップを増やすことで、ジーユーの強みである“ファッションと
低価格” をより一層強化していく予定です。粗利益率と経費比率は前年並みを
見込んでいます。

グローバルブランド事業は、増収増益を見込んでおります。
セオリー事業は安定的な成長が継続する見込みです。また、プラステ事業は、
事業規模を順調に拡大する予想です。
コントワー・デ・コトニエ事業は、事業構造改革を進め、赤字幅を縮小させていきます。



最後に、配当金について、ご説明させていただきます。

2019年８月期の期末配当金は、直近予想通り240円を予定しております。

この結果、2019年８月期の年間配当金は、１株当たり480円を見込んでおります。

2020年８月期の配当金につきましては、中間配当金250円、期末配当金250円、
あわせて年間で500円、前期比20円の増配を見込んでおります。

以上で、私からの説明を終わります。ありがとうございました。








